
宮城県電機商業組合青年部  

青年部員 74 名で船出 

 
宮城県電機商業組合青年部設立総会 平成 2２年１０月１日 会場ホテル白萩    

 

 

 

宮城県電機商業組合５０周年と言う節目の年に、青年部長の職に就かせていただいてい

ることを大変誇りに感じております。 

 青年部は平成２２年１０月に産声を上げました。「さあ、これから青年部の事業をどのよ

うに展開して行くか」と思案していた矢先、翌年の平成２３年３月１１日に発災した東日

本大震災により、主たる活動が被害の甚大な地域への支援活動や、非常時の情報共有シス

テムの構築検討等、災害対策に特化した活動になっておりました。非常に貴重な経験をし

た青年部として今後もこの事業を継続していくと共に、これからの時代を担う地域店の 

後継者として、「知識」「技術」「人間性の向上」等青年部員同士で情報を共有し合い 

切磋琢磨していきたいと考えております。また、それが宮城県電機商業組合の更なる 

発展につながると確信し、邁進して行きたいと思います。 

                      2012.11 月 青年部長 目黒 謙治    

 

 



青年部設立年 2010 年 10 月 1 日 

 

青年部加入人数  74 人（72 店） 

 

設立当初は４０歳上限であったが、その後規約改正し、現在は  

青年部の会員は、本組合の組合員たる事業所の経営に携わる後継者とする。  

 

青年部の主な活動  

設立当初は 40 歳上限。その後規約改正し青年部の会員は、本組合の組合員たる事業所の経

営に携わる後継者とする。  

地上デジタル放送に関する受信技術研修 

スカパーe２放送に関する受信技術及びキャンペーン研修会 

被災地組合員工具支援活動   

「災害時の対応」を共有できるシステム構築の検討 

組合ホームページの活用の取り組み 

スマートフォンの基礎操作とｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄを入れた使い方  

「CEATECJAPAN2012 視察＆東京スカイツリー展望デッキと浅草隅田川下りコース」研

修旅行 

Ｆａｃeｂｏｏｋに当青年部グループを立ち上げており、青年部員登録を増やしｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の場として活動を展開中。 

 

「CEATECJAPAN2012 視察＆東京スカイツリー展望デッキと浅草隅田川下りコース」研

修旅行 では青年部 19 店家族従業員含め 23 名、親会 1６店と事務局で 10 名 総勢 33 名 

が参加した。 

 

参加者からのアンケートまとめ 

旅行全体・CEATECJAPAN・はとバス観光・費用・交通手段・スケジュールについて満足

度を調査したが、ほぼ全員で満足の回答をいただいた。交通手段では新幹線移動が大半を

占めた。 

 

下記は感想の一部です。 

 

CEATECJAPAN 研修での技術や商品には驚くばかりで各ブースで説明を聞いていると時

間が足りないくらいでした。プラスはとバス観光に魅力を感じて参加した人も多かった筈

で、私もその一人です。今後もメーカーや販社ではできない研修旅行を縮小することなく

続けてください。 

 

CEATECJAPAN に一度行ってみたくて参加しました。色々なブースをこまめに回りたかっ

たのですが、時間の関係上、主要メーカーのブースしか回れませんでした。ちゃんとこま

めに見ようとすると 1 日、2 日必要なのかも知れませんが、大変有意義でした。懇親会では



他系列店の方とも話ができて大変良かった。私たち電気屋の 2 世は、同じ系列の店の方と

は、いつも話をしていますが、他系列の方とはなかなか接する機会がありません。このよ

うな形で接することでお互い激励し合い頑張っていければなと思います。(青年部) 

 

電気自動車について、燃費・安全性に驚いた。こんなに進化していたとは思っていなかっ

た。性能と価格次第で購入したい。 

 

今回の青年部のイベントに年寄まで参加させて頂いて先ずビックリしたのは青年部長の企

画のすばらしさ。そしてスムーズな流れ、最初からこんなに飛ばしていいのかな？！ 


